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　令和６年第３回議会定例会は、６月６日から12日までの７日間の会期で開催されました。
　定額減税に向けた事業費のほか、役場窓口や罹災証明書発行、中央公民館等の図書管理に関連
したデジタル化に関する事業費等が補正予算として提案され、全て可決されました。
　また、請願３件、陳情２件が委員会に付託され、最終日には、意見書３件が議員発議により提
案され、可決されました。
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6月議会
定例会 定額減税、デジタル化関連予算を

一般会計予算は 92億5054万9千円に（補正額は7億7054万9千円）一般会計予算は 92億5054万9千円に（補正額は7億7054万9千円）

６月議会で決まった主な事業

デジタル化に向けた事業が本格化

　いわゆる定額減税に伴う調整給付金を
給付するための費用

9,599万円

低所得者支援及び定額減税補足給付事業費
　オンラインでの相談業務等、役場のデ
ジタル窓口の構築に向けた費用

770万円

電子自治体事業費
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6月議会
定例会 定額減税、デジタル化関連予算を

一般会計予算は 92億5054万9千円に（補正額は7億7054万9千円）一般会計予算は 92億5054万9千円に（補正額は7億7054万9千円）

　低所得者世帯（均等割のみ世帯）への
給付金支給に係る費用

7,103万円

低所得者世帯支援給付金給付事業
　罹災証明書のデジタル化等を進めるた
めの費用

1,232万円

災 害 対 策 費

　中央公民館等の蔵書のデジタル検索、
予約システムを導入するための費用

423万円

図書管理システム導入業務委託料
　３月15日福島県沖地震による川俣小学
校の外壁被害を復旧するための費用

390万円

公立学校施設災害復旧事業費



かわまた議会だより 4

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名

6月議会定例会審議結果（令和６年６月６日〜12日）

審 議 結 果

第33号

第34号

第35号

第36号

第37号

第38号

第39号

第40号

第41号

第42号

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

第48号

第49号

第50号

第51号

第52号

第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

動産の取得について

川俣町火葬場敷地造成工事（２期工事）請負契約の締結について

小島地区第１仮置場原状回復・返還工事請負契約の締結について

大綱木地区仮置場原状回復・返還工事請負契約の締結について

小神地区第２仮置場原状回復・返還工事請負契約の締結について

福田地区第２仮置場原状回復・返還工事請負契約の締結について

福沢地区第１仮置場原状回復・返還工事請負契約の締結について

川俣中学校特別教室棟トイレ改修工事請負契約の締結について

川俣町公共施設等適正管理基金条例の一部を改正する条例

川俣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

川俣町介護保険条例の一部を改正する条例

町道路線の認定、変更及び廃止について

専決処分の報告及びその承認について
（専決第１号　川俣町税条例の一部を改正する条例）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第２号　令和５年度川俣町一般会計補正予算（第８号））

専決処分の報告及びその承認について
（専決第３号　令和５年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第６号））

専決処分の報告及びその承認について
（専決第４号　令和５年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第５号））

専決処分の報告及びその承認について
（専決第５号　令和５年川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号））

専決処分の報告及びその承認について
（専決第６号　令和５年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号））

専決処分の報告及びその承認について
（専決第７号　令和５年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第４号））

令和６年度川俣町一般会計補正予算（第１号）

令和６年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和６年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和６年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

令和６年度川俣町水道事業会計補正予算（第１号）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

東京電力福島第一原子力発電所原子力災害に伴う令和６年度川俣町国民健康
保険税等の減免の特例に関する条例
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6月議会定例会請願審査結果
受理
番号 付託委員会 件　　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員 審査

結果

1

2

3

４

総 務 産 業
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

わいわいクラブ建物の利用請
願書

国に対し「学校給食費無償化
を実施することを求める意見
書」提出についての請願

県に対し「学校給食費無償化
を実施することを求める意見
書」提出についての請願

食料自給率向上を政府の法的
義務とすることを求める請願

川俣町字瓦町１
　すみよし自治会副会長

高橋　恭司　外８名

伊達市霊山町掛田字下屋敷64
　新日本婦人の会
　　伊達支部　支部長

大橋イツ子

伊達市霊山町掛田字下屋敷64
　新日本婦人の会
　　伊達支部　支部長

大橋イツ子

川俣町大字小神字紙敷内31
　県北農民連
　　川俣支部　支部長

藤原　　清

高橋　文雄

石河　ルイ
藤原　　正

石河　ルイ
藤原　　正

石河　ルイ
高橋　清美

採　択
３月議会
継続審査

採　択
意見書
提　出

趣旨
採択

不採択



請願・陳情とは？
　請願は憲法等に保障された「請願権」の趣旨に従い、国または地方公共団体の機関に対して、その職務に関する事柄について文
書で希望を申し述べるもので、議員の紹介が必要です。
　一方、陳情（要望）は、どなたでも提出することができます。未成年や外国人を含む個人のほか、法人や法人格を持たないPTA
などの団体でも提出することができます。
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受理
番号 付託委員会 件　　　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

4

5

総 務 産 業
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

地方財政の充実・強化を求める意見
書提出の陳情について

「国の『被災児童生徒就学支援等事
業』の継続と、被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書」の提出
を求める陳情書

福島県伊達市保原町字舟橋180
　日本労働組合総連合会
　福島県連合会伊達地区連合会

議長　高橋　誠一

福島市上浜町10－38
　福島県教職員組合
中央執行委員長　瀬戸　禎子

6月議会定例会陳情審査結果

採　択
意見書
提　出

採　択
意見書
提　出

６月定例会における議員提案は３件で、意見書は関係機関に送付しました。

　東日本大震災から13年が経過した。東日本大震災で被災
し、経済的理由により就学等が困難な子どもを対象に、「被
災児童生徒就学支援等事業」が全額国庫負担の単年度の交付
金事業として行われている。令和６年度も東日本大震災復興
特別会計に6.9億円が計上され、この事業を通して、幼稚園
児等の就園支援、小中学生に対する学用品等の援助や通学支
援（スクールバス運行経費を含む）、高校生に対する奨学金
支援、特別支援学校等に在籍する児童生徒への就学奨励、私
立学校及び専修学校・各種学校の授業料減免などが実施され
ている。
　今日においても、福島県では、令和５年４月１日時点で約
３千７百人（自主避難を除く）もの子どもたちが県内外で
避難生活を送っている（福島県こども・青少年政策課公表）。
経済的な支援を必要とする子どもたちは多く、子どもたちの
就学・修学のためには、長期的な支援がなくてはならない。
学校現場からも事業の継続を強く望む声が届いている。
　福島県の復興・再生に向けて手厚い支援が実施されている
が、引き続き被災者に寄り添う「被災児童生徒就学支援等事
業」による就学支援は必要である。しかし、事業に係る予算
措置は単年度のため、今後、本事業が終了もしくは規模が縮

小することとなれば、自治体負担となり、被災児童生徒の就
学支援に格差が生じることが危惧される。令和７年度におい
ても本事業を継続し、必要な財政措置を行い、被災した子ど
もたちに継続した就学支援を実施できるようにする必要があ
る。
　このような理由から、次の事項を要望する。
１　東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子ど
もたちの就学・修学を保障するため、令和７年度において
も、全額国庫で支援する「被災児童生徒就学支援等事業」
の継続と、十分な就学支援に必要な予算確保を行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和６年６月12日

福島県伊達郡川俣町議会議長　高橋　道也

内閣総理大臣　岸田　文雄 様
総 務 大 臣　松本　剛明 様
財 務 大 臣　鈴木　俊一 様
文部科学大臣　盛山　正仁 様
復 興 大 臣　土屋　品子 様

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
　　　被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書
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　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化の進展にと
もなう子育て、医療・介護など社会保障制度の整備、また人
口減少下における地域活性化対策、脱炭素化をめざした環境
対策、物価高騰による多様な社会ニーズへの対応など、極め
て多岐にわたり新たな役割が求められている。加えて、急激
に進められている自治体システムの標準化や多発化する大規
模災害に対する防災・減災や災害復旧への対応も迫られるな
か、地域公共サービスを担う人材は圧倒的に不足しており、
職場における疲弊感は日々深刻化している。政府はこれまで
「骨太方針2021」に基づき、2021年度の地方一般財源水準
を2024年度まで確保するとしてきたが、増大する行政需要
また不足する人員体制に鑑みれば、今後はより積極的な財源
確保が求められる。
　このため、2025年度政府予算また地方財政の検討にあた
っては、現行の地方一般財源水準の確保から一歩踏みだし、
日本全体として求められている賃上げ基調に相応する人件費
の確保まで含めた地方財政の充実、強化が不可欠であり、次
の事項の実現を求める。
１　社会保障の充実、地域活性化、ＤＸ化、脱炭素化、物価
高騰対策、防災・減災、地域公共交通の再構築など、増大
する地方公共団体の財政需要を的確に把握するとともに、
それを支える人件費を重視しつつ、現行の水準にとどまら
ない、より積極的な地方財源の確保・充実をはかること。
２　とりわけ子育て対策、地域医療の確保、介護や生活困窮
者の自立支援など、より高まりつつある社会保障ニーズが
自治体の一般行政経費を圧迫していることから、引き続き、
地方単独事業分も含めた十分な社会保障経費の拡充をはか
ること。とくに、これらの分野を支える人材確保にむけた
自治体の取り組みを十分に支える財政措置を講じること。
３　地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策
債に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取り組むこ
と。また、地域間の財源偏在性の是正にむけては、所得税
や偏在性がより小さい消費税を対象に国税から地方税への
税源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。
４　政府が減税政策を行う場合、地方財政に影響が出ないよ
う、その財源は必ず保障すること。その際は、「国と地方
の協議の場」を活用するなどし、特段の配慮を行うこと。
５　「地方創生推進費」として確保されている１兆円について
は、現行の財政需要において不可欠な規模となっているこ
とから、恒久的財源としてより明確に位置付けること。ま
た、その一部において導入されている行革努力や取組の成
果に応じた算定方法は、標準的な行政水準を保障するとい
う地方交付税制度の趣旨に反することから、今後採用しな
いこと。

６　会計年度任用職員制度においては2024年度から勤勉手
当の支給が可能となったものの、今後も当該職員の処遇改
善や雇用確保が求められることから、引き続き、その財政
需要を十分に満たすこと。

７　特別交付税の配分にあたり、諸手当等の支給水準が国の
基準を超えている自治体に対して、その取り扱いを理由と
した特別交付税の減額措置を行わないこと。とりわけ地域
手当については、全国で同様の職務を担っているにもかか
わらず、支給割合に０～20％もの大きな格差が生じてい
ること、近隣自治体間における支給割合の差により人材確
保上の困難が生じていることから、自治体の自己決定権を
尊重し、特別交付税の減額措置を廃止すること。

８　自治体業務システムの標準化・共通化にむけては、その
移行に係る経費と、移行の影響を受けるシステムの改修経
費まで含め、デジタル基盤改革支援補助金を拡充するなど、
引き続き必要な財源を保障すること。また、戸籍等への記
載事項における「氏名の振り仮名」の追加など、ＤＸ化に
ともない地方においてシステム改修や事務負担の増大が想
定される際は、十分な財政支援を行うこと。

９　地域の活性化にむけて、その存在意義が改めて重視され
ている地域公共交通について、公共交通専任担当者の確保
を支援するとともに、こども・子育て支援政策と同様、普
通交付税の個別算定項目に位置付け、一層の施策充実をは
かること。

10　人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段
階補正を拡充するなど、地方交付税の財源保障機能・財政
調整機能の強化をはかること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出
する。

　令和６年６月12日

福島県伊達郡川俣町議会議長　高橋　道也

内 閣 総 理 大 臣　岸田　文雄 様
衆　議　院　議　長　額賀福志郎 様
参　議　院　議　長　尾辻　秀久 様
財 　 務 　 大 　 臣　鈴木　俊一 様
総 　 務 　 大 　 臣　松本　剛明 様
厚 生 労 働 大 臣　武見　敬三 様
国 土 交 通 大 臣　斉藤　鉄夫 様
デ ジ タ ル 大 臣　河野　太郎 様
内閣府特命担当大臣　加藤　鮎子 様

地方財政の充実・強化を求める意見書
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　全国で学校給食費無償化が大きな流れになっている。福島
県においても35市町村が無償化、一部補助が19市町村に及
び、値上げ分のみの補助などを加えれば95%を超える自治
体が何らかの形で学校給食費の保護者負担軽減の措置をとっ
ている。この動きは、教育費の保護者負担軽減、とりわけ学
校納付金のなかで大きな割合を占める給食費の軽減を求める
保護者の要求がきわめて切実なものであることを反映してい
ると考えられる。
　学校給食費無償化は、単なる教育問題にとどまらず、過疎
対策、少子化対策、地域の活性化、子どもの健康等々、社会
全体にとっても幅広い分野に波及する積極的効果と可能性を
もっている。
　以上のことから、次のことを強く求める。

１　学校給食費無償化を実施すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和６年６月12日

福島県伊達郡川俣町議会議長　高橋　道也

衆議院議長　額賀福志郎 様
参議院議長　尾辻　秀久 様
内閣総理大臣　岸田　文雄 様
総 務 大 臣　松本　剛明 様
財 務 大 臣　鈴木　俊一 様
文部科学大臣　盛山　正仁 様

学校給食費無償化を実施することを求める意見書

1日　人事異動辞令交付式（議長）
こども家庭センター開所式（議長）

4日　かわまた認定こども園入園式
8日　川俣小学校入学式

川俣中学校入学式
9日　川俣高校入学式
12日　広報編集常任委員会

全員協議会
17日　伊達郡町村議会議長会合同会議・伊達郡振興

懇談会
19日　広報編集常任委員会
23日　厚生文教常任委員会所管事務調査

（25日まで）

3日　第19回川俣シャモまつり
8日　県議長会正副議長会及び理事・監事合同会議

（議長）
10日　広報編集常任委員会
11日　交通安全町民大会
14日　全員協議会
15日　東京電力福島第一原子力発電所視察
17日　伊達地方消防組合議会臨時会
21日　全国町村議会議長・副議長研修会

伊達地方衛生処理組合臨時会

27日　伊達地方消防組合議会臨時会
28日　総務産業常任委員会

厚生文教常任委員会
29日　伊達郡町村議会議長会合同会議
30日　川俣町自治会連絡協議会総会（議長）
31日　議会運営委員会

全員協議会

4日　川俣町行政区長協議会総会（副議長）
11日　総務産業常任委員会

厚生文教常任委員会
12日　議会運営委員会

全員協議会
広報編集常任委員会

18日　宮城県七ヶ浜町議会視察来庁
21日　議会運営委員会

伊達地方消防組合議会臨時会
厚生文教常任委員会所管事務調査報告会

22日　第35回川俣町青少年の主張大会
25日　広報編集常任委員会所管事務調査

（27日まで）
30日　福島県消防協会川俣支部幹部大会

６月６日〜12日は第３回議会定例会開催

【４月】

【６月】

【５月】

議会及び議長の活動報告（抜粋）



かわまた議会だより9

一 般 質 問
まちの課題を問う!

６月議会定例会の一般質問には９人の議員が登壇しました。

菅　野　信　一 議員

高　橋　文　雄 議員

高　橋　清　美 議員

◦川俣町の地球温暖化対策について
◦川俣高校魅力向上推進事業について
◦自治会の活性化支援について

◦町外在住の職員の町内への移住
　促進について
◦ポケット統計の全世帯配布について
◦春日神社の白澤を観光資源とす
　る取組は
◦ふるさと納税について
◦将来の町の在り方、方向性について

◦公共施設の利活用状況は
◦子育て支援策は
◦道の駅の運営は

11

16

15

石　河　ル　イ 議員

藤　野　圭　史 議員

菅　野　清　一 議員

蓮　沼　洋　志 議員

◦第９期介護保険事業計画について
◦国民健康保険について
◦町の重点施策「活力ある産業」に
　ついて

◦スポーツ振興に関しての支援に
　ついて
◦歴史・伝統・芸術を守り育てる
　まちづくりについて
◦観光協会について
◦骨髄バンクについて
◦業務タスク管理について

◦原発災害から13年、復興の現
　状とその課題は
◦国は地方自治法の改正を狙って
　いるが町の認識は
◦議会傍聴席の増席やＤＸ化に伴
うモニター設置など庁舎内改築
が未だ進んでいないのはなぜか

◦ごみの減量化と資源化の促進に
　ついて
◦高齢者対策について
◦閉校した小学校の有効利用について

10

17

13

14

山　家　恵　子 議員

作　田　善　輝 議員

◦軽・中度難聴児支援について
◦帯状疱疹の予防接種費用助成について
◦子宮頸がん撲滅のため町民の不
安に寄り添うコール・リコール
の重要性について

◦農林業の魅力あふれるまちづく
　りの取組みについて
◦「まち・ひと・しごと創生法」
施行から10年経過、地方創生
の取組について

12

18

一般質問とは？
　一般質問とは、議員が町政運営全般にわたり執行機関（町長等）に疑問点を質問し、答弁を求めるものです。一般質問により所信を
問い、執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にする等により、結果として現行の政策を変更、是正させる
などの目的と効果があります。
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一 般 質 問

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

今
後
も
適
切
に
対
応
し
ま
す

①
統
一
化
に
向
け
て
の
取
組

は
。
基
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
。

②
紙
の
保
険
証
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
の
取

り
扱
い
は
。
ま
た
、
現
在
資
格
証
を

①
商
工
業
、
農
林
業
、
医
療

介
護
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
と

成
果
は
。

②
地
域
経
済
、
町
民
所
得
の
向
上
と

現
役
世
代
の
定
住
関
係
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

③
移
住
・
定
住
支
援
の
住
居
の
確
保

に
つ
い
て
。

①
保
険
料
の
調
整
、
見
直
し

を
基
金
の
活
用
で
で
き
な
い

か
。

②
家
族
介
護
に
つ
い
て
支
援
の
拡
充

は
。

10

国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て

町
の
重
点
施
策「
活
力

あ
る
産
業
」に
つ
い
て

県
内
統
一
保
険
料
率
を

見
据
え
対
応
し
ま
す　

引
き
続
き
事
業
を

推
進
し
ま
す　
　

質
問

質
問

質
問

発
行
さ
れ
て
い
る
方
の
取
り
扱
い
は
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
。

①
基
金
活
用
に
よ
り
激
変
緩

和
を
図
り
つ
つ
、
今
年
度
一

部
税
率
を
変
更
し
ま
し
た
。
基
金
は
、

県
内
統
一
保
険
料
率
と
す
る
令
和
11

年
度
に
向
け
計
画
的
に
活
用
し
ま
す
。

②
現
在
、
資
格
確
認
書
を
発
行
さ
れ

て
い
る
方
は
、
窓
口
負
担
が
10
割
と

な
り
、
申
請
に
よ
り
、
後
日
、
保
険

者
負
担
分
を
町
か
ら
本
人
へ
支
払
い

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

２
月
現
在
で
３
．７
％
で
す
。

①
商
工
業
で
は
町
合
理
化
資

金
活
用
時
の
信
用
保
証
料
の

補
助
等
、
農
業
で
は
、
新
規
就
農
支

援
や
地
域
計
画
の
策
定
等
、
林
業
で

は
里
山
・
広
葉
樹
林
再
生
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
事
業
等
、
医
療
介
護
で
は
、

地
域
医
療
体
制
の
確
保
等
に
努
め
て

い
ま
す
。

②
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
、
情

報
交
換
、
機
会
を
捉
え
国
に
対
し
て

地
域
の
実
情
を
伝
え
る
な
ど
、
側
面

か
ら
地
域
経
済
の
発
展
支
援
に
努
め

ま
す
。
現
役
世
代
の
定
住
に
つ
い
て

は
、
総
合
的
な
事
業
の
推
進
に
よ
り

選
ば
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
が
最
優
先

事
項
で
あ
り
、
引
き
続
き
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
促
進
等
に
努
め
ま
す
。

議員石 河 ル イ
いし　かわ

安心して長生きできるまちづくりが求められる

答
弁

答
弁

③
介
護
認
定
審
査
会
の
簡
素
化
や
認

定
事
務
の
効
率
化
対
策
は
。

④
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
取
組

は
。

①
今
後
も
基
金
を
有
効
活
用

し
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
、

保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

②
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

③
今
後
も
国
の
制
度
改
正
等
を
踏
ま

え
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

④
令
和
５
年
度
に
町
成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業
実
施
要
綱
を
改
正
し

ま
し
た
。
４
月
に
は
、
町
権
利
擁
護

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

答
弁
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一 般 質 問

支
援
の
考
え
は
な
い
か
。

①
自
治
会
は
各
種
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
今
後
も
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、
住
民
参
加
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
考
え

で
す
。

②
総
会
や
町
政
懇
談
会
等
へ
出
席
し
、

地
域
の
課
題
等
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
見
直
し
等

を
検
討
し
ま
す
。

④
自
治
会
は
自
主
的
な
住
民
組
織
で

あ
り
、
地
域
社
会
を
形
成
す
る
任
意

団
体
と
し
て
、
自
ら
組
織
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

①
地
域
み
ら
い
留
学
と
は
。

②
県
外
公
募
の
募
集
要
件
は
。

③
宿
泊
施
設
の
整
備
は
。

④
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

①
地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
主
催
の
国
内

①
町
地
域
ま
る
ご
と
省
エ
ネ

計
画
等
の
成
果
は
。

②
脱
炭
素
の
町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
展
開
す
る
の
か
。

③
町
地
域
ま
る
ご
と
脱
炭
素
計
画
の

削
減
目
標
及
び
脱
炭
素
社
会

の
実
現
は
可
能
な
の
か
。

①
令
和
４
年
度
は
、

11
の
取
組
中
、
２
つ

で
目
標
を
達
成
し
、
そ
の
他

は
18
％
～
80
％
程
の
達
成
率

で
す
。

②
計
画
に
基
づ
く
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や

気
候
変
動
に
伴
っ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
更
新
等
、
今
後

も
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

③
目
標
達
成
に
向
け
、
現
在

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
町
民
、
事
業
者
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
問
題
と
捉
え
、
日
々
の
生

活
で
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を

意
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

議員菅 野 信 一
かん　 の　 しん　いち

11

質
問

質
問 川

俣
高
校
魅
力
向
上

推
進
事
業
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し

進
め
ま
す　
　
　
　

答
弁

①「
行
政
協
力
業
務
」の
自
治

会
負
担
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

②
自
治
会
担
当
職
員
の
地
域
づ
く
り

の
支
援
の
実
績
は
。

③
助
成
金
の
減
額
は
会
の
活
動
の
停

滞
及
び
縮
小
に
つ
な
が
る
。
助
成
金

の
見
直
し
及
び
新
た
な
助
成
金
を
検

討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

④
町
と
し
て
自
治
会
へ
の
加
入
促
進

自
治
会
の
活
性
化

支
援
に
つ
い
て

動
向
を
踏
ま
え

検
討
し
ま
す　

質
問

答
弁

目標達成に向け事業は確実に推進されているのか

川
俣
町
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

今
後
も
総
合
的
に
推
進
し
ま
す

進
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
進
学
希
望

者
が
、
都
道
府
県
の
枠
を
超
え
、
自

分
の
関
心
等
に
マ
ッ
チ
す
る
高
校
を

選
択
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

②
６
月
に
県
教
育
委
員
会
主
催
の
会

議
で
川
俣
高
校
の
弾
力
的
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

③
壁
沢
住
宅
が
候
補
の
一
つ
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
に
よ
る
宿
泊
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

④
10
月
ま
で
希
望
者
へ
の
説
明
、
11

月
に
面
接
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

答
弁
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一 般 質 問

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
因
果
関
係
が
あ

る
と
い
う
証
明
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
対
象
者
と
そ
の
保
護
者
あ
て
に
個

別
の
お
知
ら
せ
等
を
送
付
す
る
ほ
か
、

説
明
相
談
等
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま

す
。

③
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
年
度
内

一
度
の
通
知
に
と
ど
ま
ら
ず
、
８
月

に
再
度
接
種
勧
奨
通
知
の
送
付
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

せ
ん
。
今
後
も
学
校
と
連
携
し
適
切

に
対
応
し
ま
す
。

①
軽
・
中
度
難
聴
児
へ
の
補

聴
器
購
入
費
助
成
事
業
の
早

期
導
入
を
切
望
す
る
が
、
町
の
見
解

は
。

②
難
聴
児
に
対
し
て
教
育
現
場
で
は

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

①
乳
幼
児
期
や
学
童
期
に
お

い
て
、
聴
力
を
保
つ
こ
と
は

重
要
で
あ
る
た
め
、
難
聴
児
支
援
に

つ
い
て
は
早
期
の
実
施
に
向
け
準
備

を
進
め
ま
す
。

②
過
去
に
お
い
て
、
主
治
医
の
指
導

や
保
護
者
本
人
と
面
談
を
行
い
、
教

室
の
座
席
を
前
に
移
す
、
担
任
が
ピ

ン
マ
イ
ク
を
つ
け
て
子
ど
も
の
前
に

小
型
ス
ピ
ー
カ
ー
を
置
い
た
り
す
る

等
の
対
応
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
の
小
中
学
校
で
は
そ
の
よ
う
な
対

応
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
は
い
ま

12

質
問

答
弁

し
、
発
症
に
至
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

②
予
防
接
種
は
任
意
接
種
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
国
の
審
議
会
の
動
向

等
を
注
視
し
つ
つ
助
成
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

①
本
町
に
お
け
る
帯
状
疱
疹

ま
た
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

②
帯
状
疱
疹
は
多
く
の
方
に
発
症
の

可
能
性
が
あ
り
、
予
防
に
よ
り
症
状

及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
期
待
さ

れ
、
接
種
費
用
を
前
向
き
に
助
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

①
帯
状
疱
疹
は
ウ
イ
ル
ス
性

の
皮
膚
炎
疾
患
で
あ
り
、
加

齢
や
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
で
免
疫
機
能

の
低
下
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
が
活
性
化

質
問

答
弁

①
健
康
被
害
に
対
す
る
心
配

の
声
は
あ
る
か
。
ま
た
多
様

な
症
状
と
は
何
か
。
そ
の
症
状
と
ワ

ク
チ
ン
に
因
果
関
係
は
あ
っ
た
の
か
。

②
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
情
報
提
供

は
で
き
て
い
る
の
か
。

質
問

③
令
和
６
年
度
個
別
通
知
を
行
っ
た

場
合
で
も
、
初
回
接
種
期
限
で
あ
る

９
月
直
前
に
不
安
に
寄
り
添
っ
た
内

容
で
再
度
個
別
通
知
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
町
の
見
解
は
。

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
広
範

囲
に
広
が
る
痛
み
や
手
足
の

動
か
し
に
く
さ
等
の
不
随
意
運
動
を

総
称
し
多
様
な
症
状
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
で
様
々
な
調
査
研
究
が
行

山 家 恵 子 議員
やま　 が　 けい　 こ

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
の
た
め
町
民

の
不
安
に
寄
り
添
う
コ
ー
ル
・

リ
コ
ー
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て

適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す

答
弁

軽
・
中
度
難
聴
児
支
援
に
つ
い
て

早
期
実
施
に
向
け
進
め
ま
す

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種

費
用
助
成
に
つ
い
て

国
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
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①
去
る
２
月
14
日
の
仙
台
高

裁
判
決
を
町
は
ど
う
評
価
す

る
の
か
。

②
東
電
の
事
故
に
対
す
る
責
任
は
裁

判
で
明
確
に
な
っ
た
が
、
具

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
町
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

③
復
興
事
業
の
目
標
は
新
し

い
産
業
の
創
出
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
被
災
者
の
生

活
再
建
に
繋
が
ら
な
い
が
そ

の
対
策
は
。

①
ふ
る
さ
と
喪
失
へ

の
損
害
を
明
確
に
確

認
す
る
と
と
も
に
、
賠
償
額

が
中
間
指
針
第
五
次
追
補
を

上
回
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と

は
評
価
に
値
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

②
県
や
関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
東

京
電
力
に
対
し
、
賠
償
の
三
つ
の
誓

い
を
厳
守
し
誠
意
を
も
っ
て
迅
速
に

賠
償
を
行
う
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、

かん　 の　 きよ　かず

議員菅 野 清 一

13

答
弁

東電の責任が明確になった仙台高裁判決

原
発
災
害
か
ら
13
年
、復
興
の
現
状
と
そ
の
課
題
は

事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す

質
問

新
庁
舎
移
転
か
ら
７
年
に
な

る
が
、
い
つ
具
体
的
な
計
画

が
示
さ
れ
る
の
か
。

傍
聴
環
境
等
の
整
備
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

質
問

答
弁 議

会
傍
聴
席
の
増
席
や
Ｄ
Ｘ
化
に

伴
う
モ
ニ
タ
ー
設
置
な
ど
庁
舎
内

改
築
が
未
だ
進
ん
で
い
な
い
の
は

な
ぜ
か

引
き
続
き
検
討
し
ま
す

①
２
月
29
日
閣
議
決
定
し
た

地
方
自
治
法
の
改
正
案
は
国

と
地
方
の
関
係
を
根
底
か
ら
揺
る
が

す
も
の
で
あ
り
日
弁
連
な
ど
が
反
対

し
て
い
る
が
町
の
考
え
は
。

②
現
行
法
で
十
分
対
応
で
き
る
こ
と

か
ら
そ
の
目
的
は
別
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

③
今
回
の
自
治
法
改
正
は
大
き
く
地

方
自
治
の
本
旨
に
反
す
る
も
の
で
は

な
い
か
。

質
問

①
感
染
症
等
の
拡
大
な
ど
重

大
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合

に
、
国
が
自
治
体
に
必
要
な
指
示
を

行
え
る
よ
う
改
正
案
を
決
定
し
た
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

②
国
民
の
生
命
等
の
保
護
の
た
め
に

特
に
必
要
な
場
合
の
国
の
指
示
権
の

特
例
を
定
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

③
地
方
自
治
の
本
旨
に
反
し
な
い
内

容
で
法
整
備
が
行
わ
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

国
は
地
方
自
治
法
の

改
正
を
狙
っ
て
い
る
が

町
の
認
識
は

今
後
の
動
向
を

注
視
し
ま
す　

答
弁

国
に
対
し
て
は
、
確
認
書
に
基
づ
い

て
、
本
町
の
復
興
に
つ
い
て
責
任
を

持
っ
て
推
進
す
る
よ
う
引
き
続
き
求

め
て
い
き
ま
す
。

③
山
木
屋
地
区
の
な
り
わ
い
の
再
生

に
向
け
、
仮
置
場
の
返
地
、
営
農
再

開
、
地
力
回
復
、
新
規
就
農
や
企
業

等
担
い
手
の
育
成
、
確
保
等
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。
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①
町
外
か
ら
町
内
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人
は
何
人
い

る
の
か
。

②
ど
の
よ
う
な
行
程
で
事
業
所
に
対

し
て
要
請
し
て
い
く
の
か
。

①
就
業
を
理
由
と
す
る
流
入

人
口
は
約
２
，０
０
０
人
で
、

う
ち
福
島
市
、
二
本
松
市
、
伊
達
市

か
ら
の
流
入
人
口
が
約
１
，９
０
０

人
で
す
。

②
移
住
求
人
確
保
事
業
の
説
明
会
を

行
っ
た
の
ち
、
継
続
し
て
伴
走
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
減
量
化
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
行
程
を
進
め
て
い
く
の

か
。

②
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
生
ご
み
の
処

理
の
対
策
は
。

議員蓮 沼 洋 志
はす　ぬま　ひろ　 し
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質
問

①
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費

用
補
助
、
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
資
源
回

収
報
奨
金
交
付
事
業
を
開
始
し
、
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
一
層
努
め

ま
す
。

②
今
年
度
は
県
事
業
で
あ
る
家
庭
ご

み
排
出
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
事
業

に
参
加
し
、
生
ご
み
を
削
減
す
る
た

め
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め
実
証

事
業
を
行
い
、
こ
の
結
果
を
基
に
生

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
取
組
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁

答
弁

答
弁

ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
の
促
進
に

つ
い
て

取
組
を
強
化
し
ま
す

①
旧
富
田
小
学
校
の
い
ち
い

の
紅
鮭
養
殖
は
い
つ
か
ら
か
。

②
旧
飯
坂
小
学
校
は
ど
の
よ
う
な
形

態
で
進
め
て
い
く
の
か
。

①
実
施
主
体
の
㈱
い
ち
い
の

資
金
調
達
の
関
係
か
ら
事
業

着
手
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、

資
金
調
達
の
目
途
が
立
ち
次
第
、
事

業
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

②
昨
年
度
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
取
組

に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
の

大
き
な
魅
力
や
可
能
性
が
確
認
で
き

た
一
方
、

駐
車
場
ス

ペ
ー
ス
等

の
課
題
も

把
握
し
た

た
め
、
今

後
は
さ
ら

に
利
便
性

の
向
上
を

図
り
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

①
熱
中
症
対
策
は
万
全
か
。

②
独
居
高
齢
者
の
孤
独
死
対

策
は
し
て
い
る
の
か
。

①
注
意
喚
起
の
情
報
提
供
に

加
え
、
昨
年
度
か
ら
サ
ロ
ン

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

②
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

等
、
今
後
も
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
見
守
り
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

高
齢
者
対
策
に

つ
い
て見

守
り
活
動
を

推
進
し
ま
す　

企
業
と
連
携
し
た

移
住
求
人
確
保
事
業
に

つ
い
て

伴
走
支
援
に
努
め
ま
す

閉
校
し
た
小
学
校
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

引
き
続
き
利
活
用
を

図
り
ま
す　
　
　
　

一人ひとりの心がけも大切です

質
問

質
問

答
弁

質
問

有効な利活用を
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町
長
の
公
約
で
も
あ
る
、
こ

ど
も
の
遊
び
場
の
設
置
等
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

①
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状

況
は
。

②
わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
の
実
施
場
所
変

更
後
の
利
用
状
況
は
。

③
お
て
ひ
め
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
の
利

用
状
況
は
。

④
こ
ど
も
の
遊
び
場
の
設
置
は
考
え

て
い
る
の
か
。

①
各
種
申
請
手
続
の
ほ
か
、

母
子
保
健
等
情
報
の
提
供
、

不
安
や
悩
み
の
相
談
支
援
等
を
実
施

し
、
妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯
な
ど
、

多
く
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

②
通
常
保
育
60
名
、
短
期
保
育
20
名

の
児
童
が
利
用
し
、
狭
小
化
も
改
善

さ
れ
よ
り
よ
い
環
境
下
で
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

③
令
和
５
年
度
は
、
延
べ
８
，９
３

６
人
、
開
館
か
ら
令
和
６
年
４
月
末

ま
で
、
延
べ
約
９
万
３
，６
０
０
人

に
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
閉
校
と
な
っ
た
施
設
の
利

活
用
の
進
捗
状
況
は
。

②
町
民
プ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用
は
何

か
進
展
が
あ
っ
た
の
か
。

③
町
体
育
館
の
駐
車
場
等
に
高
齢
者

に
や
さ
し
い
運
営
利
用
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。①

旧
福
田
小
学
校
は
企
画
提

案
競
争
に
よ
り
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
ス

ポ
ー
ツ
工
業
㈱
が
優
先
交
渉
権
者
に

決
定
し
、
今
後
、
協
定
締
結
等
に
向

け
協
議
を
進
め
ま
す
。
旧
富
田
小
学

校
は
、
㈱
い
ち
い
の
着
手
を
待
ち
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
旧
飯
坂
小
学

校
は
、
昨
年
度
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
今
後
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
を
図
り
た
い
考
え
で
す
。

②
同
跡
地
活
用
は
立
地
条
件
を
生
か

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

議員高 橋 清 美
たか　はし　きよ　 み
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質
問

質
問 子

育
て
支
援
策
は

環
境
の
充
実
に

努
め
ま
す　
　

③
町
合
宿
所
の
す
ぐ
西
側
に
２
台
分

の
高
齢
者
用
駐
車
場
を
設
置
し
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
利

用
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
よ
い
運
営

の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

答
弁

①
道
の
駅
交
流
会
総
会
の
開

催
内
容
は
。

②
道
の
駅
に
あ
る
郵
便
ポ
ス
ト
の
記

念
押
印
の
利
用
状
況
は
。

①
４
月
22
日
、ふ
く
し
ま「
道

の
駅
」
交
流
会
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
及
び
予
算
等
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
川
俣
郵
便
局
に
よ
る
と
、
１
日
あ

た
り
５
通
か
ら
10
通
程
度
の
投
函
数

で
、
年
間
約
２
，５
０
０
通
ほ
ど
の

利
用
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

質
問 道

の
駅
の
運
営
は

引
き
続
き　
　

取
り
組
み
ま
す

答
弁

答
弁

公
共
施
設
の
利
活
用
状
況
は

利
活
用
の
推
進
に
努
め
ま
す

④
現
在
、
新
た
な
遊
び
場
の
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
よ
り
よ
い

子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

新たな利活用が決まった旧福田小学校

道の駅のエールポスト



かわまた議会だより

一 般 質 問

町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
前

年
度
比
５
２
２
万
円
減
の
３

５
９
０
万
円
で
あ
っ
た
が
改
善
の
考

え
は
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
再
選
定

や
新
規
掲
載
を
検
討
し
ま
す
。

①
ポ
ケ
ッ
ト
統
計
を
全
世
帯

に
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

②
情
報
公
開
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が

改
善
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

①
現
在
、
議
員
や
職
員
、
警

察
署
等
の
関
係
団
体
、
各
地

区
公
民
館
等
に
配
付
し
て
お
り
、
誰

で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る
た
め
全
戸
配

布
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
今
後
も
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
媒
体
等

を
活
用
し
情
報
公
開
に
努
め
ま
す
。

町
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る

職
員
が
57
名
44
％
と
な
っ
て

い
る
が
町
内
へ
の
移
住
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

職
員
の
町
内
居
住
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
も
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
居
住
で
き
な
い
職
員
の

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

議員
たか　はし　ふみ　 お

高 橋 文 雄
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質
問

答
弁 町

外
在
住
の
職
員
の

町
内
へ
の
移
住
促
進
に

つ
い
て職

員
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
も
あ
り
ま
す

①
春
日
神
社
の
白
澤
は
大
き

な
観
光
資
源
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
町
と
し
て
利
活
用
の
対
応

は
。

②
春
日
神
社
の
状
態
が
悪
く
な
っ
て

い
る
が
修
繕
へ
の
対
応
は
。

①
春
日
神
社
全
体
を
調
査
研

究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
多

く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
等
、
関

係
人
口
の
増
加
に
努
め
、
将
来
的
に

は
町
観
光
に
つ
な
げ
る
考
え
で
す
。

②
専
門
家
か
ら
意
見
を
伺
い
、
修
復

方
針
を
検
討
し
、
暫
定
的
補
修
か
ら

始
め
る
こ
と
が
、
貴
重
な
文
化
財
を

未
来
に
残
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
社
殿
は
町
所
有
で
な
い
た

め
、
所
有
者
、
関
係
者
と
の
思
い
を

一
つ
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
ケ
ッ
ト
統
計
の

全
世
帯
配
布
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
開
し
ま
す　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

将
来
の
町
の
在
り
方
、

方
向
性
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
情
報
発
信
に

努
め
ま
す　
　
　
　
　

振
興
計
画
に
基
づ
き

取
り
組
み
ま
す　
　

「
町
の
魅
力
」と
は
何
か
。
方

向
性
と
し
て
、
何
か
ひ
と
つ

重
点
的
な
方
策
を
決
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
町
の
考
え

は
。

第
６
次
振
興
計
画
の
重
点
施

策
に
基
づ
き
、
総
合
的
に
事

業
を
推
進
し
町
の
魅
力
向
上
に
努
め

ま
す
。

春
日
神
社
の
白
澤
を

観
光
資
源
と
す
る
取
組
は

関
係
人
口
の
増
加
に

努
め
ま
す　
　
　
　

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁



かわまた議会だより

一 般 質 問

①
有
形
及
び
無
形
文
化
財
は

ど
の
様
に
管
理
し
て
い
る
の

か
。

②
文
化
財
を
保
護
す
る
に
あ
た
っ
て

問
題
点
は
あ
る
の
か
。

③
今
後
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

①
各
所
有
者
が
管
理
し
て
い

ま
す
。

②
所
有
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
へ
の

継
承
が
課
題
で
す
。

③
町
民
意
識
の
醸
成
と
専
門
的
な
保

護
体
制
の
構
築
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

関
し
て
の
支
援
に

つ
い
て引

き
続
き　
　

取
り
組
み
ま
す

①
業
務
を
ど
の
よ
う
に
職
員

に
対
し
て
指
示
し
て
い
る
の
か
。

②
業
務
進
捗
は
ど
の
様
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
の
か
。

③
業
務
進
行
す
る
上
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
点
は
あ
る
の
か
。

①
条
例
に
よ
り
事
務
分
掌
を

定
め
て
い
ま
す
。

②
定
型
的
な
業
務
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

③
職
員
の
習
熟
度
が
異
な
り
相
互
に

補
完
し
合
う
体
制
整
備
が
必
要
で
す
。

①
川
俣
町
観
光
協
会
は
ど
の

様
な
組
織
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
現
在
進
め
て
い
る
事
業
は
ど
の
様

な
事
が
あ
る
の
か
。

③
今
後
の
課
題
は
あ
る
の
か
。

①
町
商
工
会
、
町
内
企
業
等

32
社
が
会
員
の
任
意
団
体
で

す
。

②
町
全
体
の
観
光
振
興
に
つ
な
が
る

事
業
で
す
。

③
構
成
団
体
と
町
が
よ
り
一
体
と
な

っ
た
取
組
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

議員藤 野 圭 史
ふじ　 の　 けい　 じ
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①
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
促
進

す
る
事
業
は
あ
る
の
か
。

②
大
会
参
加
等
に
使
え
る
助
成
や
支

援
は
あ
る
の
か
。

③
地
域
活
性
化
と
し
て
の
今
後
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

①
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

②
全
国
大
会
等
、
出
場
大
会
に
応
じ

た
激
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

③
今
年
度
は
「
町
合
宿
所
の
お
も
て

な
し
向
上
の
た
め
の
料
理
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁 歴

史
・
伝
統
・
芸
術
を

守
り
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

今
後
も
協
議
し

進
め
ま
す　
　

観
光
協
会
に
つ
い
て

維
持
管
理
が
課
題
で
す

業
務
タ
ス
ク
管
理
に

つ
い
て計

画
に
基
づ
き

対
処
し
ま
す　

骨
髄
バ
ン
ク
に

つ
い
て計

画
に
基
づ
き

対
処
し
ま
す　

①
登
録
者
は
ど
の
位
い
る
の

か
。

②
ド
ナ
ー
に
対
し
て
助
成
事
業
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

③
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
促
進
活
動
は
し

て
い
る
の
か
。

①
令
和
５
年
度
献
血
事
業
時

登
録
者
数
は
４
名
で
す
。

②
事
業
実
施
市
町
村
の
情
報
等
を
収

集
し
検
討
し
ま
す
。

③
啓
発
資
材
の
活
用
等
に
よ
り
周
知

を
図
り
ま
す
。

質
問

答
弁
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業
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
等
、
継

続
し
た
農
業
、
農
村
環
境
の
改
善
に

取
り
組
み
、
美
し
い
景
観
や
豊
か
な

地
域
の
伝
統
文
化
を
次
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
す
。
林
業

も
、
引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
し

従
事
者
の
確
保
や
育
成
に
努
め
ま
す
。

③
令
和
５
年
10
月
に
、
ふ
く
し
ま
未

来
農
業
協
同
組
合
よ
り
、
包
括
連
携

協
定
の
提
案
を
受
け
、
令
和
６
年
５

月
20
日
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
は
７
つ
の
連
携
事
項
を
柱
に
、

農
業
分
野
以
外
の
事
業
と
も
積
極
的

な
連
携
を
図
る
考
え
で
す
。

④
現
在
、
森
林
の
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
山
の
所
有
者
へ

の
意
向
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

沢
、
福
田
、
小
神
、
山
木
屋
の
４
地

区
で
策
定
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後

は
、小
島
、飯
坂
、小
綱
木
、大
綱
木
、

旧
町
内
、
福
沢
で
話
し
合
い
を
進
め

ま
す
。
農
村
環
境
の
整
備
は
、
中
山

間
地
等
直
接
支
払
事
業
や
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
、
草
刈
り

作
業
等
の
地
域
の
共
同
活
動
が
継
続

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
林
業
の

振
興
は
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

に
取
り
組
み
な
が
ら
適
切
な
森
林
整

備
を
行
い
ま
す
。

②
加
速
度
的
な
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害
の
拡

大
、
農
業
資
材
の
高
騰
等
、
数
多
く

の
課
題
が
あ
る
中
、
農
業
従
事
者
の

営
農
意
欲
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
農

産
物
の
生
産
体
制
の
確
立
、
６
次
産

①
農
業
の
振
興
、
農
村
環
境

の
整
備
、
林
業
の
振
興
に
係

る
現
状
認
識
と
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

②
今
後
目
指
す
べ
き
農
業
、
農
村
環

境
、
林
業
の
姿
と
そ
の
実
現
の
た
め

の
具
体
策
は
。

③
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
と
の
包
括
的

連
携
協
定
締
結
の
経
過
と
今
後
の
展

開
は
。

④
林
業
の
振
興
に
お
け
る
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
の
具
体
的
な
取
組
は
。

①
農
業
の
振
興
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
や
就
農
準
備
資

金
等
の
制
度
を
通
し
就
農
を
目
指
す

方
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策

定
を
進
め
て
い
る
地
域
計
画
は
、
鶴

作 田 善 輝 議員
さく　 た　 よし　てる

一 般 質 問
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質
問

答
弁

①
こ
の
10
年
間
の
地
方
創
生

の
取
組
の
成
果
は
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

②
今
後
の
取
組
の
具
体
策
は
。

①
令
和
５
年
２
月
の
総
合
戦

略
の
評
価
及
び
検
証
の
結
果
、

子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
及
び
情
報

発
信
の
強
化
、
町
の
魅
力
発
信
、
移

住
・
定
住
対
策
等
を
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
分
析
さ
れ
ま
し

た
。

②
今
後
も
第
６
次
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
持
続
可

能
な
ま
ち
を
目
指
し
、
各
種
施
策
を

進
め
ま
す
。

質
問

答
弁

農
林
業
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て

関
係
団
体
と
連
携
強
化
を
図
り
ま
す

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
法
」

施
行
か
ら
10
年
経
過
、

地
方
創
生
の
取
組
に
つ
い
て

引
き
続
き　
　

取
り
組
み
ま
す

次世代につながる事業展開が求められる

後
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
森
林
経

営
管
理
制
度
に
基
づ
く
適
切
な
管
理

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
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　広報編集常任委員会は、６月25日、奈良県
王寺町において、26日、大阪府岬町において所
管事務調査を行いました。王寺町の議会だより
は、昨年度、従来の形式から読みやすい議会だ
よりにリニューアルが行われコンクールにおい
ても評価を受けています。岬町の議会だよりは、
フルカラーの誌面が目を引く力強い議会だより
です。調査においては、具体的な誌面作りの方
法や考え方、課題について意見交換を行いまし
た。今後のより読みやすい議会だよりに生かし
てまいります。

　厚生文教常任委員会は、４月23日、長野県
白馬村において、24日、長野県富士見町にお
いて所管事務調査を行いました。白馬村では県
立高校の県外生徒募集の取組について、富士見
町においては子育て支援施策の取組について調
査を行いました。県外募集の取組については、
川俣高校の県外生徒募集の開始にあたり大変参
考になる事例であり、実態や課題等を把握しま
した。子育て支援施策の取組については、独自
の取組も多く、子育て世帯の目線に立った事業
推進の重要性を再認識しました。

　総務産業常任委員会は、７月10日、大分県
国東市及び大分県豊後高田市において所管事務
調査を行いました。国東市では移住定住施策の
取組について、豊後高田市では空き家対策の取
組についてそれぞれ調査を行い、各市の担当者
等から独自の取組について説明をいただき、効
果の出ている事業や課題等について確認しまし
た。町でも移住定住施策や空き家対策に取り組
んでいますが、より効果を出すためには、各種
事業を推進することはもとより、各事業の連携
や結果の検証も重要であると再確認しました。

総務産業常任委員会

厚生文教常任委員会

広報編集常任委員会

所所 管管 事事 務務 調調 査査 報報 告告

大分県国東市

大分県
豊後高田市

長野県白馬村

長野県富士見町

奈良県王寺町

大阪府岬町
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議員がまちの“いま”を取材し、レポートします。

ま ち れ ぽ
令和6年
第7回
（5月31日）
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　旧富田幼稚園の利活用について、町と合同会社アールプラス（福島市
飯野町）による、施設利活用事業に関する基本協定の締結について説明
を受けました。
　この協定は５月30日に締結され、今後、閉園となった旧富田幼稚園
を活用した障がい福祉サービス、障がい児相談支援事業等が行われる予
定です。
　また、旧福田小学校の利活用については、町のプロポーザル方式の企
画提案競争により、ＣＲＳスポーツ工業㈱（埼玉県）が優先交渉権者に
決定した旨の説明を受けました。同社は主にバドミントンのガットの研
究開発、製造をしており、今後、基本協定締結の後、旧校舎内に生産機
械が設置され、操業開始される予定です。

●町民がよりサービスを利用
しやすくなるように町内の
他障がい者施設等との話し
合いのような場が年１回ぐ
らいは必要なのではないか。
→事業者としても地域の活性
化や福祉向上に努めたいと
の話が出されているため、
今後の協議の中で検討して
いきます。

●飯舘村にも工場があるよう
だが飯舘工場との関連は。
また、新たな雇用は生まれ
るのか。

→飯舘村の工場は当面稼働と
のことです。旧福田小学校
には１階から３階まで生産
機械が入る予定で、操業開
始にあたっては本社（埼玉
県）の従業員が主体となり
操業していくことになると
の説明です。

●今後の契約の予定は。
→６月下旬に基本協定を締結
し、その後、賃借契約締結
の予定です。

議員からの意見

旧富田幼稚園について

旧福田小学校の利活用
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集中して練習に取り組んでいます！

川俣ジュニアフレンズ
スポーツ少年団（JF）第12回

◦取材日　令和６年５月18日㈯　午後１時〜

　今回は、「川俣ジュニアフレンズスポーツ少年団（JF）をレポさせていただきました。
代表の菅野仁一さんにお話を伺いました。
Ｑ：創部はいつですか。
Ａ：昭和50年。今年で49年、来年で50周年を迎えます。
Ｑ：団員は何人ですか。
Ａ：現在は10人（福島市４人を含む）です。卒団生は令和５年度現在408人で、多くの
名選手を輩出しました。今、女子は在籍していませんが、卒団し中学校の野球部で
活動している子もいます。また過去には、実業団へ進んだ子もいます。

Ｑ：活動内容と活動の目的を教えてください。
Ａ：活動は、ソフトボールと年間行事（クリスマス会、芋煮会、駅伝大会参加等）です。
　　活動を通じて、「スポーツを楽しみ、共に心と体を鍛えよう」を目指しています。

Ｑ：練習日はいつですか。
Ａ：毎週土曜日（13：00～16：00）・隔週日曜日（8：30～12：00）　場所：川小グラウンド
　　水曜日（17：00～19：00）　場所：川俣町体育館
Ｑ：主な実績を教えてください。
Ａ：40周年記念誌には県総体県大会準優勝、県総体県北予選優勝、児童ソフトボール県大会出場、川俣ライオ
ンズクラブ杯、ロータリークラブ杯優勝等の栄光の歴史が数多く刻まれていました。またその他に、町駅伝、
はやま湖駅伝競走大会、マラソンソフトボール大会、夏合宿、親子クリスマス会、親子芋煮会及び他の団体
との交流会等楽しい写真も満載。昭和62年、福島県青少年育成県民会議会長表彰（青少年団体の部）。平成
14年、福島県スポーツ少年団優良団体表彰の顕彰も受けています。

Ｑ：これからの、JFの目標はなんですか。
Ａ：今は、ソフトボールだけでなく、色々なスポーツや活動を、広く浅く経験させることで、仲間と楽しく健康
　的に成長できることを目標としています。楽しいクラブなので、多くの仲間に入団して欲しいです。

　取材当日は、かなり日差しが強く暑い土曜日の昼下がりでしたが、池田義寛監督のもと、参加団員は皆、元気
いっぱい、ベースランニング、キャッチボール、トスバッテイング、内野ノックをこなしてい
ました。
　約半世紀にわたり、多くの団員の心身を鍛え育てた名門ジュニアフレンズ（JF）も、少子
化の影響で団員集めに苦労しているようですが、これからもスポーツを通じて、将来の川俣町
を担う青少年の育成をよろしくお願いします。
　JFの今後のご活躍を期待しています。 【担当】菅野　信一 広報編集委員

団員募集中!
【対象】小学１年生～６年生の男女。
　　　 町内在住者又は入団希望者
【問い合わせ】池田　義寛

（携帯：080－7996－4984）まで！！



　今年も私達の地区の花作り事業がスタートした。
　国道114号に黄色とオレンジのマリーゴールド
が皆さんの心を和ませてくれている事だろう。こ
の事業は、平成７年の福島国体の会場が川俣町体
育館となった時から続いている。
　花植えをするまでには、自治会、行政区長、役
員の方々の除草、肥料をまいての土作りから始ま
る。その後、初めて花苗を定植する事ができる。
月１回の除草作業も高齢化により参加する方が
年々減ってきている。今年度からは親子参加を呼
びかけ４組の親子が参加してくれた。少しずつで
も輪が広がってくれれば嬉しい。行政の力を借り
ながら、これからも川俣に来た方がきれいだと思
う花いっぱいの町を持続していきたい。
　私は婦人会活動に携わり15年になる。若輩者
の私を皆さんは心良く受け入れてくださった。先
日も高齢者、一人暮らしの方々とふれあい交流会
を行なった。皆さん、パワフルでお元気だ。将来
一人暮らしになっても、安心して暮らしていける
様、運転免許の返納後の対応、災害時のスムーズ
な避難など充実したサポートを町にはお願いした
い。婦人会として地域で見守りながら、誰もがず
っと安心して住み続けられる川俣町であってほし
いと願っている。
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●皆様の議会傍聴お待ちしています●

町民の

私のひと言

誰もが安心して住み続けられるように
鶴　沢　佐 藤 晴 美さん

９月議会定例会は

9月5日㈭〜20日㈮
を予定しております。

ぜひ傍聴にいらしてください！
ライブ中継、録画配信もございます♪

９月
議会の
ご案内

　７月19日、国見町観月台文化センターで開
催されました。当町からは要望事項２件、特別
決議１件を提出し、可決されました。

　７月２日に福島市とうほう・みんなの文化セ
ンターで行われ、広報編集常任委員が参加しま
した。読者を意識した編集方法や企画について
学びました。

伊達郡町議会議員大会伊達郡町議会議員大会

「「伝わる伝わる」議会広報誌へ」議会広報誌へ
福島県町村議会議長会広報研修会福島県町村議会議長会広報研修会


